
大松募集相談員会長の説明に、足を止めて

大学構内で募集広報を実施
員
会
の
協
力
を
得
て
、
試
験
を
終
え
た
受
験
生
に
対
す
る
募
集
広
報
を
実
施

大
学
（
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
い
て
、
相
模
原
地
域
自
衛
官
募
集
相
談

５
月
１
３
日
（
日
）、
神
奈
川
県
警
察
の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
た
青
山
学
院

し
た
。

当
日
は
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
一
丸
と
な
っ
て
受
験
生
た
ち
に
声
を
か

け
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
多
く
の
受
験
生
達
が
、
快
く
募
集
用
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
を
受
け
取
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
に
も
関
心
の
あ
る
学
生
が

足
を
止
め
、
広
報
官
や
募
集
相
談
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
場
面
も

あ
っ
た
。
募
集
相
談
員
の
精
力
的
な
活
動
も
あ
り
、
今
回
用
意
し
た
約
８
０

さ
も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

募
集
相
談
員
と
広
報
官
の
連
携
に
よ
る
熱
意
あ
る
募
集
広
報
の
結
果
、
２

件
の
募
集
対
象
者
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

相
模
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
募
集
相
談
員
と
連
携
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
活
用
し
た
募
集
広
報
を
行
い
、
成
果
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

０
枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
す
べ
て
配
布
し
、
募
集
相
談
員
と
の
結
束
力
の
強

「山ゆり会」総会

「山ゆり会」昼食会

「遺族相互及び事務局職員との絆深まる。」
神
奈
川
県
内
居
住
の
自
衛
隊
ご
遺
族
を
会
員
と
す
る
「
山
ゆ
り
会
」

「
山
ゆ
り
会
」
の
総
会
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

新
妻
１
陸
尉
）
は
、

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

山
野
太
資
）

は
、
５
月
１
５
日
（
火
）、
同
地
本
に
お
い
て
神
奈
川
県
自
衛
隊
遺
族
会

は
、
例
年
こ
の
時
期
に
総
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
神
奈
川
地
方
協
力

本
部
は
本
会
の
総
会
の
開
催
を
支
援
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
会
に
は
１
３
名
の
ご
遺
族
が
出
席
し
、「
山
ゆ
り
会
」
の
現
状
と
事

業
案
に
つ
い
て
の
説
明
と
と
も
に
、
会
則
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
は
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
役
員
改
選
の
時
期
と

な
り
、
会
長
等
の
新
役
員
に
つ
い
て
も
選
出
が
行
わ
れ
た
。

の
後
、
会
場
を
市
内
の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
昼
食
会
を
実
施
し
た
が
、
特

に
、
昼
食
会
に
お
い
て
は
会
員
相
互
と
事
務
局
職
員
と
が
近
況
を
語
り

合
い
、
和
気
藹
々
と
時
を
過
ご
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
神
奈
川
県
自
衛
隊
遺
族
会
「
山

ゆ
り
会
」
を
積
極
的
に
支
援
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
自
衛
隊
と
の
絆

を
更
に
深
め
て
行
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

顧
問
で
あ
る
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
長
に
よ
る
遺
族
へ
の
あ
い
さ
つ

神奈川県自衛隊遺族会総会を支援

耳を傾けようとする自衛隊にも関心のある学生


